






















































































































































































































































































































































































　〇： 当該地域を通る場合 （△はその恐れがある場合） には
地質調査 3 （→右欄） を実施する。













































































































































































































































































































てきたが、 中流案 （上流） すなわち現行のダム
サイトの河床部分のボーリング （M 40， M 41
孔） が実施された結果、深度100 m付近に見
かけ上10 m程度の破砕帯が見つかった。M 40
孔 （孔口の標高331.66 m） では深度100 m付
近に粘土・砂などを伴う破砕帯、 M 41孔 （孔
口の標高344.62 m、 角度60度の斜坑） では深









のボーリングM 40， M 41孔の深部 （深
度90 ～ 130 m） において確認されてい




　　1 ）走向傾斜：N 60～70° W  40～50° S
程度
　　2 ）性状：破砕帯が確認されるM 40と










　　4 ）連続性：M 40孔とM 41孔 （斜孔） 
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